
資料３－１

取り組むべき施策
中間アウトカム
（目指す姿）

分野別アウトカム
（分野別目標）

最終目標

「第４期群馬県がん対策推進計画」ロジックモデル【全体モデル】（暫定版）

分野

精度の高いがん検診の実施

かかりつけ医の普及

希少がん・難治性がん対策の推進

妊孕性温存療法の普及

がんのリハビリテーション医療
提供体制の整備

正しい知識に基づくがん予防・
がん検診の推進

予防できるがんを防ぎ、がん罹
患者が減っている

早期にがんを発見し、早期治療
につなげている

術中迅速病理診断提供体制の維持

予防 予防シートに記載

喫煙防止・受動喫煙防止

生活習慣の改善

感染に起因するがんの予防

がん検診の受診率向上

がんによる
死亡者の減少

患者本位のがん医療の充実

どこに住んでいても質の高いが
ん医療を受けられる体制がある

患者・家族の意向を尊重したが
ん医療提供体制がある

がん患者及び
その家族等の生活の
質の維持向上

医療 医療シートに記載

標準的ながん医療提供の
均てん化

質の高い専門的ながん医療の
提供体制の整備

チーム医療の推進

支持療法の推進

高齢者のがん医療提供体制の整備

がんと診断されたときからの
緩和ケアの推進

小児・AYA世代のがん医療
提供体制の整備

これらを支える基盤の整備

がん研究 人材育成 がん教育、がんに関する知識の普及啓発 がん登録の利活用の推進 患者・市民参画の推進 デジタル化の推進

住み慣れた地域社会で必要な支
援を受けられる環境がある

在宅緩和ケア体制の整備

患者やその家族が、ライフス
テージに応じた相談支援・情報
提供が受けられる

相談支援・情報提供の充実

共生 共生シートに記載

地域社会におけるがん対策
・がん患者支援 がんとともに

安心して暮らせる地域社会の構築

サバイバーシップ支援
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0925モデル（分野別・予防）

0002

・県は、県民に対し、「かかりつけ医」の重要性につい
て普及啓発を図る

かかりつけ医の普及

がんによる
死亡者の減少がん検診及び精密検査の受診率が

向上し、がんの早期発見、早期
治療が行われている

0001

・県は、引き続き、群馬県生活習慣病検診等管理指導協
議会での協議結果を踏まえて市町村へ助言を行うなど、
市町村が行う精度管理を推進
・市町村は、国が示している「事業評価のためのチェッ
クリスト」に記載されている項目の実施など、精度管理
に努める
・県及び市町村は、市町村がん検診精密検査未受診者に
対する受診再勧奨の実施など、精密検査受診率の向上に
向けた取組を推進
・県は、国が作成した「職域におけるがん検診に関する
マニュアル」について、地区地域・職域連携推進協議会
等を通じてその周知を図る

精度の高いがん検診の実施

目標値
1-18
1-19
1-20

0003

がん検診の精度管理により、科学
的根拠に基づくがん検診が正しく
行われている

1003

がんの原因となるウイルスや細菌
の感染について、県民に分かりや
すい情報提供の体制が整備されて
いる

正しい知識に基づくがん予防・
がん検診の推進

予防できるがんを防ぎ、がん罹患者が
減っている

1001

早期にがんを発見し、早期治療につなげ
ている

1002

予防

・県は、関係機関等と連携し、新聞やラジオ等のメディ
アでの啓発活動、県民公開講座等の開催による普及啓発
を実施
・県は、県民自らが自治会など様々な団体・組織・職域
において仲間と協力して禁煙対策及び受動喫煙対策に取
り組む機運の醸成を図る
・県は、20歳未満の者の喫煙及び受動喫煙防止の徹底を
する必要があることから、学校や市町村等関係機関と協
力して、喫煙や受動喫煙が健康に与える悪影響について
の普及啓発を引き続き実施
・県は、地域、職域の禁煙指導者の人材育成・資質向上
のための研修会を開催するとともに、群馬県受動喫煙防
止対策推進会議を通じて、関係機関の連携体制の更なる
充実を図り、望まない受動喫煙のない社会の実現を目指
す

喫煙防止・受動喫煙防止

目標値
1-1
～
1-4

1002

・県は、市町村、栄養士、食生活改善推進員及び健康運
動指導士などと連携し、引き続き、県民自らが積極的に
健康づくりに取り組む機運の醸成を図る
・県は、引き続き、生活習慣病のリスクを高める量を飲
酒している者の減少、食塩摂取量の減少、適切な体重の
維持、野菜・果物摂取量の増加、定期的な運動の継続な
ど、生活習慣の改善に向けた知識等を普及啓発
・県は、がん登録データ等の活用により、本県における
がんの罹患状況等を把握し、がん予防対策への活用に努
める

生活習慣の改善

目標値
1-5
～

1-13

・県は、市町村と連携し、受診率を効果的に向上させる
ため、引き続き、がん検診の受診率向上に向けた取組を
推進
・県は、地区地域・職域連携推進協議会等を活用し、従
業員に対するがん検診の普及啓発や職場におけるがん検
診の受診環境整備に対する理解の促進
・県は、女性特有のがん検診について、市町村と連携
し、受診しやすい環境づくりを検討し、効果的な受診率
向上対策に取り組む
・市町村は、がん検診未受診者の把握及び未受診者に対
する受診再勧奨に努める
・がん登録データ等の活用により、本県の状況を把握
し、がん検診受診率向上に向けた効果的な取組を検討

がん検診の受診率向上

目標値
1-17

1201

・県は、市町村や企業と連携し、引き続き、子宮頸がん
の普及啓発、ＨＰＶワクチン接種の適切な情報提供を
実施
・県及び市町村は、引き続き、肝炎の予防と正しい知識
の普及、肝炎ウイルス検査の受検促進、肝炎医療を提供
する体制の確保に努める
・医療機関は、術前検査結果の告知を徹底することによ
り、治療が必要な肝炎患者等を治療につなげる
・県及び市町村は、引き続き、妊婦健康診査におけるＨ
ＴＬＶ－１抗体検査、群馬県保健福祉事務所（中核市保
健所）での相談支援を実施
・県は、ピロリ菌の国における検討を注視し、本県にお
ける対応を検討

感染に起因するがんの予防

1101

・成人の喫煙者が減っている。ま
た、20歳未満の者の喫煙がなく
なっている
・受動喫煙による健康被害がなく
なっている

・食塩摂取量の減少、野菜と果物
の摂取量の増加、定期的な運動の
継続、生活習慣病のリスクを高め
る量を飲酒している者の減少な
ど、生活習慣の改善が進んでいる

「第４期群馬県がん対策推進計画」ロジックモデル【分野別モデル】（暫定版）

分野 取り組むべき施策
中間アウトカム
（目指す姿）

指標番号
分野別アウトカム
（分野別目標）

指標番号 最終目標
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0925モデル（分野別・医療1）

患者本位のがん医療の充実

患者がそれぞれの状況に応じた質
の高い医療を受けることができる

患者やその家族が、納得した上で
治療にのぞむことができる

どこに住んでいても質の高いがん医療を
受けられる体制がある

※1

分野 取り組むべき施策
中間アウトカム
（目指す姿）

指標番号
分野別アウトカム
（分野別目標）

指標番号

医療

＜カンファレンス/クリティカルパス＞
・がん診療連携拠点病院等は、医療従事者の連携を強化
し、質の高いがん医療を提供するため、多職種参加型カ
ンファレンスの充実に努める
・県及び群馬県がん診療連携協議会は、がん診療連携拠
点病院等の参考となるよう、多職種参加型カンファレン
スの好事例の提供に努める
・がん診療連携拠点病院等は、院内クリティカルパスの
運用を推進し、チーム医療及びインフォームド・コンセ
ントの充実に努める

チーム医療の推進

＜医科歯科連携＞
・県、群馬県歯科医師会、群馬県がん診療連携協議会及
びがん診療連携拠点病院等は、医科歯科連携体制構築の
取組を一層推進
・県は、がん治療における周術期の口腔管理の重要性に
ついて、県民、医療・福祉関係者に普及啓発を図る

<インフォームド・コンセント/セカンドオピニオン>
・がん診療連携拠点病院等は、がん患者の理解を助ける
ため、がん看護専門看護師及び認定看護師をはじめとす
る看護師が同席した上でのインフォームド・コンセント
の実施に努めるとともに、必要に応じて公認心理師や
ソーシャルワーカー等の職種との連携に努める
・県は、がん分野における看護師の育成や専門性の高い
特定看護師の確保に努める
・県及びがん診療連携拠点病院等は、資格取得後の効果
的な働き方について検討
・県は、国が実施を予定しているがん患者に対する調査
を活用し、インフォームド・コンセントやセカンドオピ
ニオンの実施状況が、がん診療連携拠点病院等にフィー
ドバックされる仕組みを検討
・県及びがん診療連携拠点病院等は、地域の実情に応じ
た患者支援体制の構築のため、都道府県がん診療連携協
議会において、セカンドオピニオンを受けられる医療機
関や、緩和ケア及び在宅医療等へのアクセスに関する情
報提供の在り方について検討

2201
2202
2203
2204

「第４期群馬県がん対策推進計画」ロジックモデル【分野別モデル】（暫定版）

最終目標

がんによる
死亡者の減少

0001
＜がんゲノム医療＞
・群馬県がん診療連携協議会は、国の「がんゲノム医療
提供体制」の推進状況を注視し、本県におけるがんゲノ
ム医療の提供体制を推進するとともに、がんゲノムにつ
いて、県民に対する正しい情報の提供に努める

質の高い専門的ながん医療の
提供体制の整備

目標値
2-1

0002

0003

標準的な手術療法、放射線療法、
薬物療法の提供等の均てん化が必
要な取組に関しては、がん診療連
携拠点病院等を中心とした質の高
い専門的ながん医療が提供される
体制が維持・強化されている

＜重粒子線治療の推進＞
・群馬大学及び県は、治療に適した患者が適切に治療に
つながるよう、県内はもとより県外・国外に向けて、重
粒子線治療の有効性や、対象疾患に関する正確な情報提
供・情報発信に取り組む
・県は、重粒子線治療について医療保険の適用対象の拡
大を国に求めるなど、重粒子線治療を希望する患者が治
療を受けやすい環境の整備に努める

＜造血幹細胞移植の促進＞
・県は、関係機関と連携し、ドナー登録を増やすための
普及啓発に努めるとともに、骨髄移植率の向上を図るた
め、骨髄提供者に対する支援を実施

・群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点病院
等は、本県における標準的ながん医療の均てん化を維
持・強化するため、医療機関が相互に診療体制を評価で
きる仕組みとして、統一の評価シートを用いたＰＤＣＡ
サイクルが確保できる体制の整備に努める
・群馬大学は、新たに「関東がん専門医療人養成拠点
次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」コースを
新設し、医学物理分野の人材育成に努める
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、緩和的放射線療法について、治療の選択肢の
１つとして、緩和ケア研修会等を通じて、がん治療に携
わる医師等に対する普及啓発に努める
・がん診療連携拠点病院等は、患者が、病態や生活背景
等、それぞれの状況に応じた適切な手術療法、放射線療
法及び薬物療法を受けられるよう、標準治療の提供に加
え、科学的根拠に基づく高度な放射線療法の提供につい
ても、医療機関間の役割分担の明確化及び連携体制の整
備等に努める
・群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点病院
等は、薬物療法について、副作用マネジメントも含め、
安全に提供することができるよう人材の適正配置に努め
るとともに、地域の病院薬剤師及び薬局薬剤師との連携
体制の強化（薬薬連携）を推進
・がん診療連携拠点病院等は、薬事承認を受けて実施さ
れている免疫療法について、安全で適切な治療が行える
体制整備に努める
・県及び群馬県がん診療連携協議会は、がん患者やその
家族が適切な医療を選択できるようにするため、免疫療
法について、国の動向を注視し、県民に対する正しい情
報の提供に努める

標準的ながん医療提供の
均てん化

2101
2102
2103
2104
2105
2106
2107
2108

※1

標準的な手術療法、放射線療法、
薬物療法の提供等の均てん化が必
要な取組に関しては、がん診療連
携拠点病院等を中心とした質の高
い専門的ながん医療が提供される
体制が維持・強化されている
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0925モデル（分野別・医療2）

・県は、がん患者が、がんと診断された時から緩和ケア
を適切に受けることができるよう、緩和ケアの意義等に
ついて、がん患者や家族も含めた県民、医療・福祉関係
者に普及啓発
・県及びがん診療連携拠点病院等は、本県のがん診療に
携わる全ての医師が緩和ケアに関する基本的な知識や技
術を習得できるようにするため、引き続き、緩和ケア研
修会を開催
・県は、看護師向けの緩和ケア研修会（ELNEC-J）を
実施し、病院に勤務する看護師のほか、訪問看護ステー
ション勤務の看護師の受講を促進
・がん診療連携拠点病院等は、がん患者の身体的苦痛
や、がん患者やその家族等の精神心理的苦痛、社会的苦
痛等に対し、またこれらの苦痛による自殺リスクの高い
患者に対して適切な支援ができるよう、がんと診断され
た時からの緩和ケア提供体制の充実に努める

がんと診断されたときからの
緩和ケアの推進

2801
2802
2803
2804
2805
2806
2807

がんと診断された時から、がん患
者が置かれている状況に応じた緩
和ケアが受けられる

分野 取り組むべき施策
中間アウトカム
（目指す姿）

指標番号

医療

・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、がんのリハビリテーションに関わる医師をは
じめとする医療従事者の育成に努める
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、国の検討状況を踏まえ、がん患者のリハビリ
テーションの提供体制の整備を推進

がんのリハビリテーション医療
提供体制の整備

2301
 病状の進行や治療により、日常生
活動作に障害を来し悩む患者が
減っている

・がん診療連携拠点病院等は、薬物療法による合併症に
関するガイドラインや国が作成を予定している「がん患
者の精神心理的な支援に関するガイドライン」等に基づ
く支持療法の提供に努める
・県及び群馬県がん診療連携協議会は、診療における支
持療法の重要性について、県民、医療・福祉関係者に周
知を図る

支持療法の推進

2401
2402

がん患者及び
その家族等の生活の
質の維持向上

・県は、市町村と連携し、高齢者のがん患者が住み慣れ
た地域で安心して暮らし続けることができるよう、地域
包括ケアシステムの構築深化に向けた取組を推進
・県及びがん診療連携拠点病院等は、地域の介護従事者
に対し、がんに関する知識の普及啓発に努め、関係者相
互の連携体制の構築を図る
・県は、高齢のがん患者が適切な意思決定に基づき治療
等を受けられるよう、高齢のがん患者やその家族等の意
思決定支援に係る取組を支援

高齢者のがん医療提供体制の整備
2501

2703
多職種での連携や地域の医療機関
等との連携を強化し、患者が望ん
だ場所で適切な医療を受けられる

3407

・群馬大学医学部附属病院及び県立小児医療センター
は、引き続き、小児がん患者とその家族が安心して適切
な医療や支援を受けられるよう、ブロック内の小児がん
拠点病院と連携を強化しながら、専門的な小児がん医療
の提供に努める
・国の検討状況を踏まえ、本県における長期フォロー
アップ診療体制について検討

小児・AYA世代のがん医療
提供体制の整備

2701
2702
2703

・専門的な小児がん医療が提供さ
れる体制が維持されている
・ＡＹＡ世代のがんについて、適
切な医療につなげる体制が構築さ
れている
・多職種での連携や地域の医療機
関等との連携を強化し、患者が望
んだ場所で適切な医療を受けられ
る

患者本位のがん医療の充実

妊孕性温存療法及び温存後生殖補
助医療について、がん患者やその
家族、医療従事者等が、治療開始
前に生殖機能への影響について認
識し、がん患者やその家族が、適
切に意思決定ができている

患者・家族の意向を尊重したがん医療提
供体制がある

2202

・がん診療連携拠点病院及び小児がん連携病院等は、希
少がん中央機関（国立がん研究センター）と引き続き連
携し、希少がん患者を適切な医療につなげる
・がん診療連携拠点病院等は、国が整備を予定している
難治性がんに関するネットワーク体制の整備の進捗状況
を注視し、適切な医療の提供に努める
・がん診療連携拠点病院等は、診療実績や、医療機関間
の連携体制等について、患者やその家族等の目線に立っ
た分かりやすい情報提供に努める

希少がん・難治性がん対策の推進

2601
患者やその家族に対して、希少が
ん及び難治性がんに関する相談支
援や情報提供が行えるとともに、
適切な医療につなげることができ
る

・県及び群馬県がん診療連携協議会は、国の検討状況を
踏まえ、小児・ＡＹＡ世代のがん患者の治療における生
殖機能の温存について、がん患者や家族も含めた県民及
び医療関係者に対する普及啓発に努める
・県は、公的医療保険の適用について、国の対応を求め
る
・引き続き、将来子どもを産み育てることを望む小児・
ＡＹＡ世代のがん患
者の経済的負担をなくすため、妊孕性温存療法にかかる
費用の一部を助成
・がん診療連携拠点病院等は、妊孕性温存療法及びがん
治療後の生殖補助医療に関する情報提供及び意思決定支
援を行うことができる診療従事者の配置・育成に努め、
「がん・生殖医療に関する基礎知識および支援方法に関
する教育プログラム（日本がん・生殖医療学会）」」等
の受講を推進
・妊孕性温存療法及び温存後生殖補助医療実施機関は、
日本がん・生殖医療学会認定の「がん・生殖医療ナビ
ゲーター」、または、「がん・生殖医療専門心理士」の
配置に努める

妊孕性温存療法の普及

2501
2502
2503

「第４期群馬県がん対策推進計画」ロジックモデル【分野別モデル】（暫定版）

分野別アウトカム
（分野別目標）

指標番号 最終目標

病状の進行や治療に伴う副作用・
合併症・後遺症で悩む患者が減っ
ている
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患者本位のがん医療の充実
がんによる
死亡者の減少

0001
0002
0003

どこに住んでいても質の高いがん医療を
受けられる体制がある

※1術中迅速病理診断が提供される体
制が維持されている

医療

・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、引き続き、病理診断医の育成に努める
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、国の病理コンサルテーションシステム及び
ビックデータやＡＩを活用した病理診断支援システムの
整備状況を注視し、病理診断体制の維持に努める

術中迅速病理診断提供体制の維持
2901
2902
2903

「第４期群馬県がん対策推進計画」ロジックモデル【分野別モデル】（暫定版）
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3301

がん患者の在宅緩和ケアを支援す
るため、切れ目のない医療・在宅
緩和ケアと介護サービスが提供さ
れる体制が整備されている

3407

＜高齢者のがん対策＞
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、高齢者のがん診療における意思決定支援に関
する診療ガイドラインの普及啓発を図る
・県は、市町村と連携し、高齢のがん患者が住み慣れた
地域で安心して暮らし続けることができるよう、地域包
括ケアシステムの深化に向けた取組を推進
・県及びがん診療連携拠点病院等は、地域の介護従事者
に対し、がんに関する知識の普及啓発に努め、また、関
係者相互の連携体制の構築を図る

3105

がんとともに
安心して暮らせる地域社会の構築

住み慣れた地域社会で必要な支援を
受けられる環境がある

3203・県は、地域における医療従事者及び介護従事者への緩
和ケア研修等の実施を支援し、在宅緩和ケア体制の整備
及び医療・介護従事者の緩和ケアを含むがんに対する理
解の促進に努める
・県は、群馬県医師会、群馬県薬剤師会及び群馬県看護
協会及び群馬県介護福祉士会等と連携し、在宅療養支援
診療所、病院、薬局、訪問看護ステーション等の医療従
事者及び介護支援専門員を含む介護従事者への緩和ケア
研修等を実施し、在宅緩和ケア体制の整備及び従事者の
緩和ケアを含むがんに対する理解の促進に努める
・がん診療連携拠点病院等は、地域の医療従事者も含め
た緩和ケアに関する研修を定期的に開催するとともに、
地域におけるがん診療や在宅医療に携わる医療機関、関
係団体及び群馬県と連携し、専門的な疼痛治療に係る普
及啓発及び実施体制の整備に努める
・県は、がん患者の在宅緩和ケアを支援する体制につい
て、地域ごとの状況を把握し、本県における支援体制に
ついて検討するとともに、他の地域の参考となるよう、
好事例の提供に努める
・がん診療連携拠点病院等は、地域包括ケアシステムの
仕組みも踏まえつつ、地域の実情に応じて、介護事業所
や薬局等の地域の関係機関との連携体制の整備等に努め
る
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、がん患者やその家族による在宅での療養の選
択を支援するため、在宅医療を提供する医療機関や薬
局、訪問看護ステーション等の診療(業務)体制につい
て、情報提供を行う

在宅緩和ケア体制の整備

3201
3202
3203
3204
3205

患者やその家族が、ライフステージ
に応じた相談支援・情報提供が受け
られる

共生

＜がん診療連携拠点病院等と地域との連携＞
・群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点病院
等は、国のあり方検討の状況を注視しつつ、地域連携ク
リティカルパスの利用の促進を図る
・群馬県及びがん診療連携拠点病院等は、関係機関と連
携し、地域連携クリティカルパスについて、県民、医
療・福祉関係者に向けた普及啓発に努める
・県及びがん診療連携拠点病院等は、がん患者の在宅療
養支援について、がん診療連携拠点病院等と地域の医療
機関及び介護サービス事業者との連携体制の充実を図る
・県は、地域における「がんとの共生社会」を推進する
ため、市町村と連携し、県民に向けたがんに関する普及
啓発に努める
・群馬県がん診療連携協議会は、セカンドオピニオンを
受けられる医療機関や、緩和ケア及び在宅医療等へのア
クセスに関する情報提供の在り方について検討
・がん診療連携拠点病院等は、地域包括ケアシステムの
仕組みも踏まえつつ、地域の実情に応じて、介護事業所
や薬局等の地域の関係機関との連携や、社会的支援や困
難事例等への対応に取り組む

地域社会におけるがん対策
・がん患者支援

3101

がん診療連携拠点病院等と地域の
医療機関が連携し、切れ目のない
医療を提供できる体制が整備され
ている

県民のがんに関する理解が深まっ
ている

患者やその家族に対して、ライフ
ステージに応じた相談支援や情報
提供が行えるとともに、適切な医
療につなぐことができる

高齢者ががんに罹患した際、医療
介護連携の下で適切な医療・介護
を受けられる

がん患者及び
その家族等の生活の
質の維持向上

＜小児がん対策／ＡＹＡ世代のがん対策＞
・県、群馬大学医学部附属病院及び群馬県立小児医療セ
ンターは、小児がん患者やその家族に対する相談支援及
び情報提供の充実を図り、小児がんサバイバーの長期
フォローアップ体制について検討
・県、群馬大学医学部附属病院及び群馬県立小児医療セ
ンターは、ＡＹＡ世代のがん患者やその家族に対する相
談支援及び情報提供の体制について、国の検討状況を踏
まえ、本県における対応を検討
・群馬県立赤城特別支援学校本校及び小児医療センター
校において、引き続き、群馬大学医学部附属病院及び群
馬県立小児医療センター等と連携しながら、入院する学
齢期の児童生徒の教育に対応、また、高等学校段階にお
ける教育について、病気療養により学びの機会が中断さ
れることのないよう支援するとともに、国の動向を注視
し、教育環境について検討
・県は、小児がん経験者に対する医療費助成やＡＹＡ世
代における在宅療養支援について、国の対応を求めると
ともに、利用可能な社会保障制度の周知に努める
・県は、若年がん患者の在宅療養を支援するため、在宅
療養にかかる費用の一部を市町村とともに引き続き助成

3102
3103
3104

2501

2703
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3203

指標番号 最終目標分野 取り組むべき施策
中間アウトカム
（目指す姿）

指標番号
分野別アウトカム
（分野別目標）

サバイバーシップ支援

3401
3402
3403
3404
3405
3406
3407

就労支援及び治療と仕事の両立支
援の推進、アピアランスの変化や
自殺等への対策により、患者がが
んと診断を受けた後も社会的課題
による苦痛を受けることがないよ
う体制が整備されている

がん患者等の社会的な問題に関す
る相談支援や情報提供の体制が整
備されている

がん患者が治療をしながら働くこ
とや、治療のために休職ができる
ような社内環境の整備が進んでい
る。

＜がん患者の就労支援＞
・県は、がん相談支援センターと関係機関が連携してが
ん患者の就労支援を行うことができるようにするため、
公共職業安定所（ハローワーク）及び群馬産業保健総合
支援センターを始めとする関係機関との連携体制の構築
に努める
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、がん相談支援センターにおける就労支援に関
する相談体制のあり方について、継続して検討
・県及び群馬県がん診療連携協議会は、がん相談支援セ
ンターにおける就労支援の充実を図るため、研修会の開
催など、相談支援に携わる職員に対する支援に努める
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、がん患者及びその家族が診断後早期に相談で
きるようにするため、就労相談支援体制の普及啓発を図
る
・県は、群馬労働局及び群馬産業保健総合支援センター
等と連携し、関係機関等の協力を得て、がん患者の働き
やすい環境整備を推進するため、事業主に対する「治療
と仕事の両立支援」に関する普及啓発を図る
・事業主は、患者が治療を続けながら働くことができる
環境の整備に努める

がんとともに
安心して暮らせる地域社会の構築

住み慣れた地域社会で必要な支援を
受けられる環境がある

「第４期群馬県がん対策推進計画」ロジックモデル【分野別モデル】（暫定版）

共生

＜相談支援＞
・県は、がん診療連携拠点病院等と連携し、がん相談支
援センターの普及啓発に努める
・がん診療連携拠点病院等は、がん相談支援センター利
用率の向上に向け、院内における診療科とがん相談支援
センターとの連携体制の一層の強化を図ります。また、
オンライン等を活用した相談支援体制の整備を進める
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、相談支援に携わる職員の資質向上のため、継
続的な研修の仕組みを検討
・群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点病院
等は、医療機関ががん相談支援センター活動を相互に評
価できる仕組みとして、統一の評価シートを用いたＰＤ
ＣＡサイクルが確保できる体制の整備に努める
・県は、引き続き、がん分野におけるピアサポート活動
の実施状況を見ながら、ピアサポーターの養成、質の向
上及び活動支援に努める
・がん診療連携拠点病院等は、同じような経験を持つ者
による相談支援や情報提供及び患者同士の体験共有がで
きるよう患者サロン等において、ピア･サポーターの活
用に努める
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、国の検討状況を踏まえ、ＩＣＴや患者団体、
社会的人材リソース等を活用した相談支援体制の整備の
方策について検討

相談支援・情報提供の充実

3301
3302
3303
3304
3305
3306
3307

 患者やその家族が、置かれている
状況に応じた相談支援がいつでも
受けられる

信頼性が高く県民に分かりやすい
情報提供が行われている

患者やその家族が、ライフステージ
に応じた相談支援・情報提供が受け
られる

3301

＜がん診断後の自殺対策＞
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、国の検討状況を踏まえ、自殺防止対策の専門
支援機関との連携について検討、また、がん患者の身体
的苦痛や、がん患者やその家族等の精神心理的苦痛、社
会的苦痛等に対する、がんと診断された時からの緩和ケ
ア提供体制と同様、がんと診断された時からの自殺対策
に努める
・県は、医療従事者等に対して、自殺予防に関する正し
い知識の普及や情報提供を行う
・県は、悩みや困難を抱えるがん患者や家族等に対して
の早期の「気づき」に対応できる人を増やすため、ゲー
トキーパーの養成を行う
・県は、がん患者や家族等および一般県民に対し、日頃
からがん相談支援センターをはじめとする各種相談窓口
に関する周知を行うと同時に、複合的な相談に対応でき
るよう連携体制の構築に努める

＜その他の社会的問題＞
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、国の検討状況を踏まえ、障害者福祉等の専門
支援機関との連携について検討

がん患者及び
その家族等の生活の
質の維持向上

＜情報提供＞
・県は、関係機関と連携し、県民に分かりやすい情報提
供のあり方を検討するとともに、がんに関する正しい情
報を入手できる環境の充実に努め、また、引き続き、
「ぐんまの安心がんサポートブック」を作成し、その提
供方法等についても検討
・がん診療連携拠点病院等は、自施設で対応できるがん
について提供可能な診療内容を病院ホームページ等で広
報するとともに、小児・ＡＹＡ世代のがん患者への治療
及び支援（妊孕性温存療法を含む。）やがんゲノム医療
についても、自施設で提供できる場合や他の医療機関と
連携して実施する場合はその旨を広報するよう努める

2501

2703

3407

＜アピアランスケア＞
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、アピアランスケア等に関する相談支援及び情
報提供の体制の充実に努める

-７-



0925モデル（分野別・基盤）

デジタル技術の活用等により、患
者やその家族等の医療・福祉・保
健サービスへのアクセシビリティ
が向上し、効率的かつ効果的に
サービスが提供されている

・県は、国の検討状況を踏まえ、市町村と連携し、がん
登録データを活用した市町村がん検診の精度管理に努め
る
・県は、がん登録データについて、数値の背景がわかる
ようにするなど正しく伝わるよう配慮した上で、患者や
その家族等が必要とする形での情報提供に努める
・県、群馬県がん診療連携協議会及びがん診療連携拠点
病院等は、協力してがん登録実務者の育成に努め、がん
登録の質の維持・向上に向けた取組を推進

がん登録の利活用の推進

4301がん対策施策の立案にあたり、が
ん登録データを活用している

がん登録データに基づくがん対策
の立案ができる

・県及び群馬県がん診療連携協議会は、県民本位のがん
対策を推進するため、推進計画の策定過程等において、
性別、世代、がん種等を考慮し、多様ながん患者等のが
ん対策推進協議会等への参画を推進

患者・市民参画の推進

4401
がん患者とその家族等を含む県民
が、がん対策の重要性を認識し、
がん医療に関する正しい理解を得
て、医療従事者とも連携しなが
ら、がん対策に主体的に参画して
いる

基盤

・県内の大学等の教育機関及びがん診療連携拠点病院等
の医療機関は、がんの予防や根治、治療に伴う副作用の
軽減等を目指し、基礎研究、心理社会的研究及び社会シ
ステムの構築に関する研究を推進
・県内の大学等の教育機関及びがん診療連携拠点病院等
の医療機関は、基礎医学や臨床応用に関する若手研究者
の育成及び研究環境の整備に努める
・がん診療連携拠点病院等の医療機関は、臨床試験や治
験等について、県民に対する情報提供に努める
・県及び群馬県がん診療連携協議会は、全ゲノム解析等
の推進について、国の動向を注視
・県は、PSA検査による前立腺がん検診について、検診
の有用性を生活習慣病検診等管理指導協議会において検
討の上、検診を受けることによる利益（メリット）と不
利益（デメリット）を県民に啓発

がん研究

研究、治験及び臨床試験の環境整
備が進んでおり、かつ、県民に分
か りやすい情報提供の体制が整
備されている

・県内大学等の教育機関やがん診療連携拠点病院等の医
療機関、医療関係団体、群馬県がん診療連携協議会及び
群馬県等は、引き続き、がん診療に携わる専門的な医療
従事者の育成に努める
・群馬大学は、新たに「関東がん専門医療人養成拠点
次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」コースを
新設し、医学物理分野の人材育成に努める
・重粒子線治療に携わる医療従事者について、群馬大学
は、引き続き、「重粒子線医工学グローバルリーダー養
成プログラム」により、人材の育成を行う
・がん看護に従事する看護師について、群馬大学は、引
き続き、がん看護専門看護師教育機関として、質の高い
看護ケアを提供する人材を育成
・県は、引き続き、がん分野における看護師の育成や専
門性の高い特定看護師の確保に努める

人材育成

4101
4102
4103
4104

がん診療連携拠点病院等を中心と
した質の高い専門的ながん医療や
相談支援が提供される体制の維
持・強化に向けた人材の育成が行
われている

・群馬県教育委員会は、より充実したがん教育を実施す
るために、文部科学省の検討を注視しながら、本県にお
けるがん教育の指導者研修会やモデル校の実践発表の場
を設定し、学校教育での正しい知識の普及と対処方法の
習得に努めます。また医師会や薬剤師会と連携し、外部
講師の指導体制を整備
・県は、市町村と連携し、県民が、がんの予防や早期発
見の重要性を認識し、自分や身近な人ががんに罹患して
も、そのことを正しく理解し向き合うため、引き続き、
民間団体や自治会など様々な団体・組織によって実施さ
れている取組への支援を含め、がんに関する知識を普及
啓発

がん教育
がんに関する知識の普及啓発

4201

県民のがんやがんの予防・早期発
見についての理解が深まっている

県、市町村、がん診療連携拠点病院等は、医療・福祉・
保健サービスの効率的・効果的な提供の観点から、ＳＮ
Ｓ等を活用したがん検診の受診勧奨や、講演会、相談支
援、情報提供のオンライン化の推進に取り組む

デジタル化の推進

4501
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